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１．団体の経営【総務課】 

項  目 結  果 

⑴会議の開催 ① 経営会議 

  各会議を開催し、組織経営の確立と財政の健全化を進める

ため、業務執行に関する重要案件を審議・決定した。  

 ア 理事会 

 〇 令和５年６月９日 

 

・令和４年度事業報告について  

・令和４年度一般会計決算について  

・令和４年度共済事業特別会計決算について  

資料不備により、継続審議  

  

 〇 令和５年６月 12 日 

 

・令和４年度事業報告について  

・令和４年度一般会計決算について  

・令和４年度共済事業特別会計決算について  

・令和４年度末支払資金残高の処分について  

・令和５年度一般会計補正予算（第１号）について  

・理事候補者の選任について  

・監事候補者の選任について  

・評議員選任候補者の推薦について  

・定時評議員会の招集について  

・会津若松市湊しらとり保育園事業に係る給食業務委  

託契約の締結について  

  

 〇 令和５年６月 27 日 

 

 ・会長の選定について 

   ・副会長の選定について 

   ・常務理事の選定について 

   ・評議員選任・解任委員会委員の選任について  

   ・委員会委員の委嘱について 

   ・委員会委員長及び副委員長の選任について  
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項  目 結  果 

 〇 令和５年９月 19 日 

 

・令和５年度一般会計補正予算（第２号）について  

   ・第35回会津若松市社会福祉大会表彰及び感謝について 

・評議員会の招集について 

  

 〇 令和５年 12 月８日 

 

・令和５年度一般会計補正予算（第３号）について  

・債務負担行為の設定について（２件） 

・中期経営計画の経営理念及び基本方針について  

・理事候補者の選任について 

・評議員会の招集について 

・令和５年度事業中間報告について 

 

 〇 令和６年３月 14 日 

 

・令和５年度一般会計補正予算（第４号）について  

   ・中期経営計画の策定について 

   ・令和６年度事業計画について 

・令和６年度一般会計予算について 

   ・役員等賠償責任保険の契約について 

   ・評議員会の招集について 

   ・令和５年度重点監査報告について 

・令和５年度監査報告について 

・栄町第二庁舎利活用計画（案）について  

・労働関係紛争に係るあっせんについて 

 イ 評議員会 

 〇 令和５年６月 27 日 

 ・令和４年度事業報告について 

   ・令和４年度一般会計決算について 

   ・令和４年度共済事業特別会計決算について  

   ・令和４年度末支払資金残高の処分について  

   ・令和５年度一般会計補正予算（第１号）について  

   ・理事の選任について 

・監事の選任について 
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項  目 結  果 

 
〇 令和５年９月 29 日 

・令和５年度一般会計補正予算（第２号）について  

 
 

〇 令和５年 12 月 18 日 

 

・令和５年度一般会計補正予算（第３号）について  

・債務負担行為の設定について（２件） 

・中期経営計画の経営理念及び基本方針について  

    ・理事の選任について 

    ・令和５年度事業中間報告について 

 〇 令和６年３月 27 日 

 

・令和５年度一般会計補正予算（第４号）について  

・中期経営計画の策定について 

   ・令和６年度事業計画について 

・令和６年度一般会計予算について 

   ・令和５年度重点監査報告について 

   ・令和５年度監査報告について 

   ・栄町第二庁舎利活用計画（案）について  

 ウ 監事会 

 〇 令和５年５月 23 日 

 令和４年度事業報告、決算について 

  

 
〇 令和５年６月 10 日 

令和４年度事業報告、決算について再監査 

  

 
〇 令和５年 11 月 22 日 

    現地調査（施設視察） 

  

 

〇 令和５年 11 月 24 日 

    令和５年度事業中間報告、収支状況について 

 

  ○ 令和６年１月 16 日 

令和５年度重点監査報告（各種規程・要綱等）、監査  

報告（北会津保健センターと河東総合福祉センター「桜

河苑」及びグループホームみなづるの契約）について  
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項  目 結  果 

 エ 総務委員会 

 オ 事業推進委員会 

    合同委員会として開催 

   ○ 令和６年３月７日 

 
   ・中期経営計画について 

 

 カ 評議員選任・解任委員会 

   ○ 令和５年６月 12 日 

  ・評議員の選任について 

  

 ② 事業運営委員会 

 ア 老人福祉センター運営委員会 

 〇 令和５年８月５日 

・令和４年度利用状況について 

・令和５年度事業・予算概要について 

 〇 令和６年３月２８日 

・令和５年度利用状況について 

・令和６年度事業・取組み（案）について  

 

 イ ボランティア基金運営委員会 

 〇 令和６年１月 25 日 

・ボランティア学園 2024 について 

・基金取崩額について 

 

ウ 苦情解決委員会 

 

〇 令和５年６月２日 

  令和４年度下半期苦情受付状況について  

○ 令和５年 11 月 14 日 

  令和５年度上半期苦情受付状況について  

 

 

 

 

 

 

 エ 共済事業運営委員会 

   開催なし 
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項  目 結  果 

 オ ボランティア学園運営委員会 

   〇 令和５年７月 21 日 

 ・ 学園年間行事について 

  ・ 今年度の状況について 

  

   ○ 令和５年９月 27 日 

  ・ 学園行事について 

    ・ 次年度講座案について 

  

 〇 令和５年 11 月 29 日 

 ・ 次年度講座案について 

 ・ 学園行事報告について 

 

 

カ 会津若松市社会福祉大会実行委員会 

〇 令和５年９月４日 

開催要綱、決議文、当日役割分担について  

  

 

キ 会津若松市社会福祉大会表彰審議委員会 

〇 令和５年９月４日 

 表彰等候補者の審議について 

  

 ③ 事務執行会議 

 

ア 経営戦略会議 

正副会長、管理職による会議を原則月１回開催し、事業

執行における最終決定を行った。 

   

 

イ 管理職会議 

原則隔週１回開催し、経営戦略会議提出案件の協議、事  

業内容の検討、部署間の情報共有を行った。 

  

 

ウ 主幹・係長会議  

原則月１回開催し、事業に係る意見交換、部署間の情報  

共有を行った。  
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項  目 結  果 

⑵会員の加入促進 ① 会費 

 一般会費については、各地区区長会のご尽力により、前年

度に引き続き目標額を超える実績と前年度比増を達成した。  

施設会費については、社会福祉施設団体共済事業加入施設

より引き続き協力をいただいた。 

特別会費については、前年度に引き続き特別会員加入推進

員を任用（11～３月）し、企業、団体への訪問活動を実施し

た。数年間、感染症の影響により訪問活動を制限していたが、

制限の緩和により訪問活動を積極的に行った結果、目標額及

び前年度の実績を上回る結果となった。  

 

 

 

 目 標 実 績 達成率 前年度比 

一般 7,232,000 円 7,588,390 円 104.9% 30,890 円増 

施設 195,000 円 200,000 円 102.6% 5,000 円増 

特別 

継続 200 件 243 件 121.5% 
76 件増 

新規  50 件 63 件 126.0% 

2,020,000 円 2,345,000 円 116.1% 210,000 円増 

 

② 寄付の受納  

87 件・5,287,747 円  

（前年度比 ６件増・1,685,971 円増） 

⑶役員・評議員研

修の実施 

 

① 令和５年９月 19 日 

監事において、県社協主催の「令和５年度社会福祉法人監

事研修」を受講した。（１名参加） 

受講テーマ：「社会福祉法人の監事が実施する会計監査の

ポイント」 

 

 ② 令和５年 10 月３日 

理事において、県社協主催の「令和５年度社会福祉法人理

事研修」をオンラインで受講した。（６名参加）  

受講テーマ：「財務諸表を読み解き経営に活かす」  
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項  目 結  果 

 ③ 令和６年１月 31 日 

評議員において、県社協主催の「令和５年度社会福祉法人

評議員研修」をオンラインで受講した。（６名参加）  

受講テーマ：「社会福祉法人をめぐる動向と評議員の役割」 

 

⑷経営基盤の強化 

 

① 第２期地域福祉活動計画の進捗管理 

  前年度の取組状況について検証し、経営戦略会議における

内部評価と、地域福祉計画等推進会議における外部評価によ

り進捗管理に努めた。 

 

 ② 第３次経営改善３ヶ年計画の進捗管理  

  前年度下半期の達成状況を経営戦略会議において報告、検

証した。また、中期経営計画の策定にあたり、計画期間（令

和３年度～５年度）の達成状況について検証した。  

 

 ③ 「中期財政計画」の策定 

  財政計画に加え、「第４次経営改善３ヶ年計画」及び「定

員管理計画」を合わせた「中期経営計画（令和６年度～８年

度）」として策定する方針を理事会、評議員会に諮り、令和

６年３月に内容について承認を得た。  

 

 ④ 職員定員管理計画の進捗管理 

令和６年度新規職員採用試験を実施し、６名（事務職２名、

社会福祉士１名、保育士１名、介護福祉士２名）を採用した。 

 

⑸広報・啓発事業

の推進  

 

① 広報の充実と情報発信力の強化 

ア 社協だよりの発行（53,000 部） 

   №188 ６月１日号 

№189 ８月１日号 

   №190 11 月１日号 

   №191 ２月１日号  

 イ 桜河苑だよりの発行（2,800 部） 

   №59 ９月１日号 

   №60 ３月１日号 
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項  目 結  果 

 

 

ウ ホームページの活用（随時更新） 

・ 新着情報掲載件数 139 件（前年度比 48 件減） 

・ １日平均アクセス数 102.9 件（同 13.9 件増） 

・ 問い合わせページ利用状況 48 件（同 16 件増） 

生活相談、ボランティア、寄付等 

 

 エ フェイスブックの活用（随時更新） 

投稿件数 67 件（前年度比５件減） 

 

 ② 情報開示の推進 

ホームページや｢財務諸表等開示システム｣において、法人

の情報開示を行った。 

ア 事業計画書    公表済 

イ 予算書      公表済 

ウ 現況報告書    公表済 

エ 事業報告書    公表済 

オ 決算書      公表済 

カ 定員管理計画   公表済 

キ 地域福祉活動計画 公表済 

  

 ③ 第 35 回会津若松市社会福祉大会の開催 

社会福祉の発展に対する功労者への表彰を行うとともに、

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現に向

け、地域福祉活動の周知、啓発を目的に開催した。  

なお、新型コロナウイルス感染症の感染症類５類移行によ

り、記念講演の開催や招待者等、通常規模で開催するととも

に、聴覚障害者の来場に備え、手話通訳者に加えて要約筆記

者の派遣も実施した。 

 ・ 期 日  令和５年 11 月１日（水） 

・ 会 場  会津若松市文化センター 

・ 記念講演 「東洋医学と養生を使った心の健康」 

・ 講 師  福島県立医科大学会津医療センター教授  

鈴木 雅雄 氏 

 ・ 受賞者数 表彰 130 件、感謝 79 件 
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項  目 結  果 

⑹リスクマネジメ

ントの推進  

 

① 福祉サービス苦情解決事業 

  本会が提供する福祉サービスに対する要望や苦情につい

て適切に対処するとともに、業務改善を行った。また、苦情

解決委員に令和４年度下半期及び令和５年度上半期受付分

の報告を行った。  

 ア 苦情解決委員 

  成田 源一郎委員（市区長会選出） 

  𠮷川 孝二 委員（市民生児童委員協議会選出） 

 

 イ 苦情解決委員会の開催 年２回（６月・11 月） 

 

ウ 令和５年度分受付件数 24 件（前年度比５件増） 

 （主な苦情・要望内容） 

・ パーテーションの設置について（老人福祉センター） 

・ 禁止食メニューの連絡帳記載について（河東デイサー  

ビスセンター）  

・ 送迎時の玄関施錠について（みなづるデイサービスセ  

ンター）  

・ 受付職員の接遇について（北会津保健センター）  

 ・ ふれあい・いきいきサロンの助成対象について（地域  

福祉係）  

・ 利用児童への対応について（松長第二こどもクラブ） 

・ 共同募金、会員会費の納入について（河東総務係）  

・ 職員の対応について（居宅介護支援事業所）  

・ 感染症に関する事前連絡について（北会津デイサービ  

スセンター）  

 ② 非常時体制の整備  

○ 業務継続計画（ＢＣＰ）の作成 

介護サービス事業所、障害福祉サービスの各事業所にお

いて、自然災害や感染症のまん延に備えた業務継続計画（Ｂ

ＣＰ）を作成するとともに、法人としての計画についても

作成を進めた。 

○ 各施設における避難訓練の実施 

   各施設の計画に基づき、随時実施した。 
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項  目 結  果 

 ③ 役員賠償責任保険への加入 

法人や役員に対する損害賠償請求等のリスクに備えるた

め、令和５年３月理事会で議決された内容に基づき、役員に

適用される賠償責任保険に加入を行った。  
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２．総合生活支援事業（生活サポート事業）【地域福祉課】 

項  目 結  果 

⑴総合生活相談所

の充実 

① ふれあい福祉センター総合生活相談所 

各種相談を受け付け、様々な生活課題の解決に向けて本会

事業や他専門機関へつなぐ等支援した。  

 一般相談では、新型コロナウイルス感染症に伴う特例貸付

が終了したことによる相談件数の減少があったが、感染症の

影響による減収の長期化や、物価高騰による家計不安などか

ら相談につながるケースが多く見られた。  

 ア ふれあい相談 

 

 

種 類 開催日数 延件数 前年度比 内 容 

一般 随時 351 件 572 件減  

障がい者（児） 随時 ３件 ９件減  

子育て 随時 27 件 ４件増 教育等 

傾聴 129 日 148 件 ２件増 電話･訪問 

 イ 専門相談 
 

種 類 開催日数 延件数 前年度比 内 容 

法律 12 日 66 件 ２件増 
離婚、債務

相談等 

権利擁護 

成年後見 
１日 １件 ４件減  

 ウ 連休、年末・出前特別相談会の開催 
 

開催日数 ２日 前年度比１日減 

年末相談会２日開催 

（令和５年 12 月 29、30 日） 

相談件数 ４件 同 ４件増 
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項  目 結  果 

 ② ワンストップ相談窓口の開設 

 生活困窮者に対する支援の強化と相談者の利便性を考慮

し、市地域福祉課生活サポート相談窓口への職員１名の派遣

を継続した。 

主に生活保護申請に至った方に対してのつなぎ資金の貸付

やフードバンク（食料支援）による支援を行った。新型コロナ

ウイルス感染症に伴う特例貸付等を既に借入れをしている方

も多く、生活再建が困難となり生活保護申請に至る相談ケー

スも見られた。 

  相談・支援件数 延 341 件（前年度比 196 件減） 

 

 ③ 地域なんでも相談会「あのね」の開催 

地区社協等の地域団体との連携により、カフェ等地域活動の

場に出向き開催した。２地区で継続して開催し、本会の事業内

容の発信、相談しやすい関係性の構築に取り組んだ。 

東山地区  10 回 

北会津地区 10 回 

 

⑵権利擁護支援体

制の推進 

① 日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）（県社協受  

託） 

 

認知症や障がい等により日常生活上の判断に不安のある方

に対して地域で安心した生活が送れることを目的に、福祉サ

ービスの利用や金銭管理等を支援した。また、ボランティア

学園の講座「安心さぽーと権利擁護ぜみな～る」を継続し、

生活支援員の確保に取り組んだ。複雑かつ複合的な課題を抱

えたケースの増加により、直接の支援の他、電話等での相談、

関係機関との連絡調整、個別ケア会議等、一人の契約者に対

しての支援時間の増加が見られた。 

 

 

ア 職員の配置 

生活支援員（非常勤）16 名（前年度比増減なし） 

 

イ 契約者数  55 名（前年度比２名減） 

（うち新規件数 16 件、解約件数 20 件） 
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項  目 結  果 

 
ウ 支援内容 

支援件数 延 4,912 件（前年度比４件増） 

 
支援時間 延 2,761 時間（同 1,513 時間増） 

 

 

② 法人後見事業への取組み 

令和６年度の法人後見事業開始に向け、法人後見事業検討

会を組織し、実施要綱、運営委員会の設置について検討を進

めるとともに、制度や事業内容について理解を深めるため、

役職員研修会を開催した。 

○ 法人後見事業検討会の開催 ２回 

○ 令和５年 10 月 30 日 

法人後見事業役職員研修会の開催 参加者 27 名 

○ 市民後見人担い手育成ワーキング会議出席  ４回 

 

③ 権利擁護・法人後見等に関する研修会 ２回参加 

 

④ 権利擁護に関する会津地域ブロック別事例検討会  

３回参加 

  

⑶生活困窮者等生

活自立支援の推

進 

 

 

 

 

① 生活困窮者等への貸付事業 

ア 生活福祉資金の貸付（県社協受託） 

    緊急かつ一時的に生計の維持が困難になった場合のつな

ぎ資金や、高校・大学進学のための教育支援資金の貸付を

主に実施した。 

 

 

  

○ 新型コロナウイルス感染症による特例貸付  

     償還開始に伴い、償還が困難な方に対する償還猶予の

手続きの支援や、債権元の県社協と連携し、償還免除及

び猶予期間中の方に対する定期的な生活状況の把握に取

り組んだ。  

   ・  償還猶予期間中の債権件数 111 件 

   ・ 相談支援件数 延 333 件 

 

貸付件数 27 件 前年度比  ５件減 

貸付金額 5,121,000 円 同  667,000 円減 
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項  目 結  果 

 イ 高額療養費の貸付（市受託） 

貸付件数 37 件 前年度比５件減 

貸付金額 6,277,309 円 同 6,180,429 円減 
 

 ウ 社会福祉資金の貸付 

貸付件数 ０件 前年度比１件減 

貸付金額 ０円 同 50,000 円減 

償還件数 ６件 同 増減なし 

償還金額 27,000 円 同 41,000 円減 
 

 ② フードバンク事業 

生活困窮者に対する自立に向けた支援として食料の提供を

行うとともに、食料の有効活用策として子ども食堂等に対す

る寄贈も行った。また、食材の保管場所を増設し、在庫管理と

提供体制の効率化に取り組んだ。 

  

受入件数 79 件 前年度比２件減 

企業・団体等 40 件 

（前年度比５件増） 

個人 39 件 

（同 ７件減） 

提供件数 321 件 前年度比 15 件増 

個人 280 件 

（前年度比 48 件増） 

活動団体等 26 団体・41 件 

（同 10 団体増・33 件減） 
 

 ③ 生活困窮者自立支援の充実に向けた協議 

  市、民生児童委員、地域包括支援センター、ＮＰＯ団体、ハ

ローワークとの情報提供、情報共有を行った。  

  開催回数 ６回 

 

⑷アウトリーチ等

を 通 じ た 継 続

的支援事業 

 （市受託） 

本市における「重層的支援体制整備事業」の開始に向け、地

域ケア会議や方部民生児童委員協議会等に出席し、複雑な課題 

を抱えながらも支援が届いていない方の情報収集、把握に努め

た。また、気軽に相談しやすい相談手法の充実に向け、ＬＩＮ

Ｅ相談窓口「あいまるＬＩＮＥ」を開設した。 
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項  目 結  果 

 ○ 相談受付件数 47 件 

○ ＬＩＮＥによる受付件数 28 件 

○ 地域ケア会議等への出席 85 回 

○ 重層的支援会議への出席 ６回 

 

⑸福祉人材センタ

ー協力事業（県

社協受託） 

福祉人材確保対策の充実強化を図るため、求人求職情報の提

供など地域の実情に応じた人材確保対策の推進を図った。 

○ 福祉の仕事相談会 
 

開催回数 12 回 前年度比増減なし 

相談件数 22 件 同 10 件増 

  ○ 「福祉の職場合同就職説明会（会津会場）」の開催協力  

   ７法人参加・来場者 12 名 

 

⑹認知症の人と家

族 の 居 場 所 づ

くりの支援 

① 認知症カフェ連絡会の運営支援 

運営費の支援とともに、事務局として各カフェの情報の共

有、連携に取り組んだ。  

 開催回数 ５回（前年度比増減なし） 

  

 ② 認知症カフェの開催支援 

 

〇 認知症カフェ「ひだまり」 

ボランティア学園「あいづっこぜみな～る」の児童との  

交流を行うなど連携した。 

 ○ 河東カフェ（俺ん家カフェ）の開催 

 
認知症の方やその家族と、地域住民との交流の場として  

開催した。 

 開催回数 ７回（前年度比３回増） 

 
延利用者数 80 名（同 50 名増） 

 ○ 北会津ほたるカフェの開催支援 

 
認知症や障がい等の有無に関わらず、誰もが集える交流

の場を支援した。  

 
開催回数  19 回（前年度比１回増） 

延利用者数 228 名（同 36 名増） 
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項  目 結  果 

⑺未来きぼう応援

金事業 

 

 

ひとり親世帯等の高等学校等進学を支援するため、教育サポ

ート基金を活用し支援した。 

 

交付件数 44 件 前年度比 10 件減 

交付金額 2,200,000 円 同 500,000 円減 
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３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業）【地域福祉課】 

項  目 結  果 

⑴第２期地域福祉

活動計画の進捗

管理  

計画の基本施策、地域ごとの重点的な取組の実施、また、会

津若松若松市地域福祉計画等推進会議による評価・検証に向け

て取りまとめを行った。 

  

⑵地域福祉実態調

査事業（市受

託） 

第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に向け、2,000

名を対象に、近所付き合いの程度や地域活動への参加状況など

のアンケート調査を実施した。 

回答数 530 件（回収率 26.5％） 

  

⑶小地域ネットワ

ーク組織化事業

の推進 

「地域支え合い団体(地区社協)」の組織化に向け、新規設立

２地区を目標に未設立地区において区長会、各種団体連絡協議

会等の会議で説明会を実施したが、設立には至らなかった。 

  

 ① 既存８地区社協の活動支援 

  ア 東山地区「東山・人と地域をつなぐ会」 

 

広報紙「つなぐ会たより」の発行支援を行うほか、地域で

活動するボランティアの報告・交流会である「ボランティア

さんありがとうの会」の開催を支援した。 

 また、地域なんでも相談会「あのね」を連携して開催する

など、地域課題の把握に努めた。 

 

  イ 北会津地区「北会津ふれあいネットワーク」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 延人数 

健幸スクール北会津校の実施 178 名 

あんしんバトン事業配布 14 名 

SOS ネットワーク模擬訓練、防災訓練 43 名 

在宅要介護世帯、障がい児者激励品給付事業  15 名 

一人暮らし高齢者おせち料理給付事業 85 名 

一人暮らし高齢者ヤクルト給付事業 83 名 

一人暮らし高齢者支援事業 213 名 
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項  目 結  果 

 

ウ 湊地区「ＮＰＯ法人みんなと湊まちづくりネットワーク」 

  感染症の影響により中止となった事業もあったが、サギ

草展や地元野菜の出店等の活動を支援した。  

 

 エ 河東地区「河東ふれあいネットワーク」 

 

 

事 業 名 開催回数 参加人数 

役員会、総務会等 17 回 ― 

地域ボランティア普及事業 ２回 ― 

認知症見守りネットワーク事業 ２回 70 名 

地域から始まるふくしの時間 １回 105 名 

暮らしの応援事業 

(一人暮らしの会・配食サービ

ス・スマホ教室等) 

18 回 265 名 

健幸スクール河東校 19 回 299 名 

健幸サポート事業 

（ボッチャ・スカットボールの

普及） 

30 回 617 名 

わがまち支え愛事業 8 回 ― 

かわらばん（第 7 号）の発行 河東地区全戸配布 

  

 

オ 謹教地区「謹教ふれあいネットワーク」 

   地区社協広報誌「ふれあいネットワークだより」発行に協

力したほか、やまがみらいこども園が主催する世代間交流事

業の開催を支援した。 

  

 

カ 大戸地区「大戸まちづくり協議会ほほえみふくし部会」  

会議に参加したほか、「まるごと健康ウィーク in おおと」

における体操やウォーキング講座の開催に協力した。 

 

キ 城西地区「城西ぬくもりネットワーク」 

一人暮らし高齢者昼食会「秋のつどい」の開催を支援し 

た。 

 

ク 日新地区「日新地区社会福祉協議会」 

総会や役員会に参加し、事業内容について支援した。  
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項  目  結  果 

 

② 活動交付金の算定見直し 

  各団体の活動状況や予算の執行状況、また地区の規模によ

る交付金額の格差を総合的に考慮し、上限（80 万円）・下限

（25 万円）を設ける内容で各地区に説明を行い、交付金要綱

の見直しを行った。 

  

 ③ 会議等への参加 

 

 

内容 回数 前年度比 

民児協理事会･総会･研修会 18 回 ３回増 

地区民児協会議 16 回 31 回減 

包括ケア会議 38 回 ８回増 

包括ミニケア会議 40 回 17 回増 

既存地区定例会、役員会、 

イベント等 
46 回 ７回増 

地区社協設立に向けた説明会 ６回 ２回減 

  

⑷高齢者等地域活

動支援の推進 

① ふれあい・いきいきサロン活動支援事業 

  地域の高齢者とボランティアが共同で企画・運営する仲間

づくりの活動に対し、助成金の交付やレクリエーション指導

職員の派遣など活動の推進を図った。 

また、実施団体数の増加に伴う助成金額の増大や、特定の趣

味や目的に限定した団体の申請に対応するため、助成金要綱

の見直しを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 空き家等を活用した支え合い拠点認定制度の実施  

  申請件数 ：１件（前年度比増減なし） 

  認定件数 ：１件（同 増減なし） 

実 施 団 体 数 126 団体 前年度比 11 団体増 

助 成 金 額 3,203,400 円 同 370,600 円増 

開 催 回 数 3,144 回 同  532 回増 

講師派遣回数 96 回 同 14 回減 
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項  目 結  果 

 

③ 一人暮らし高齢者会食会事業 

民生児童委員協議会単位４地区で実施した事業に対し、活

動費を補助し開催を支援した。 

○ 実施地区 城北、行仁、一箕、門田地区 

 

 ④ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業 

 

 

民生児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時にお

ける対応を支援した。 

 ○ 新規作成件数 74 件（前年度比 21 件減） 

 

⑸福祉団体育成・

支援事業 

社会貢献活動を行う 11 団体に対し、活動費の助成や運営を

支援した。 

 団体名 助成金額 

会津若松市区長会 506,000 円 

会津若松市民生児童委員協議会 400,000 円 

会津若松市各方部民生児童委員協議会  2,315,700 円 

会津若松市老人クラブ連合会 100,000 円 

会津若松身体障がい者福祉会 70,000 円 

認知症の人と家族の会福島県支部会津地

区 

50,000 円 

会津若松地区更生保護女性会 100,000 円 

会津若松市保育士会 100,000 円 

会津若松市保育所連合会 100,000 円 

会津若松市保育所保護者会連合会 50,000 円 

会津若松市子どもまつり実行委員会 100,000 円 

合  計 3,891,700 円 

 

 ○ 第 44 回会津若松市子どもまつりへの協力 

   疑似体験やゲームを通じて高齢者の身体状況を学ぶこ

とで、助け合いや豊かな心を育むとともに、本会活動のＰ

Ｒを目的として参加した。 

 ・ 開催日 令和５年５月３日（水） 

 ・ 会 場 鶴ヶ城公園多目的広場 

 ・ 来場者 293 名 
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項  目 結  果 

⑹ふれあいのまち

づくり地域福祉

活動助成事業 

 

社会福祉団体、地域ボランティアグループ、ＮＰＯ法人等

が行うボランティア活動や地域との交流事業に対し、共同募

金配分金を原資として助成を行った。  

 ○ 助成団体数 ５団体（前年度比１団体増） 

 ○ 助成金額  440,000 円（同 20,000 円増） 

 

⑺子ども食堂応援

金事業 

子ども食堂を運営している団体に、子ども食堂サポート基

金（寄付金による基金）を原資として食材費の支援を行った。 

 〇 助成団体数 ３団体（前年度比 1 団体増） 

 〇 助成金額  410,950 円（同 33,950 円増） 

  

⑻福祉実習生の受

入れ 

内 容 受入数 前年度比 

介護支援専門員実習 １名 増減なし 

介護職員初任者実習 ０名 ４名減 

教員フォローアップ研修 ０名 ２名減 

ソーシャルワーク実習 ３名 １名減 

中学生職場体験研修 ８名 ６名増 

職場体験 ９名 ３名増 
 

  

⑼福祉バス運行事  

 業 

社会福祉団体等に対し、福祉バスの貸出により研修活動

等の支援を行った。新型コロナウイルス感染症による行動

制限が緩和されたことや、各種大会、行事等の開催も増加

したことにより、運行日数、利用団体数、利用者数とも増

加した。 

 ○ 運行日数 32 日（前年度比 12 日増） 

 ○ 延利用団体数 31 団体（同 11 団体増） 

 ○ 延利用者数 426 名（同 169 名増） 

  

⑽奉仕銀行設置運

営事業 

 

寄付物品（日用品等）の受入と払出を行った。  

○ 受入数 86 件（前年度比４件減） 

○ 払出数 86 件（同 ４件減） 

 

⑾生活支援相談員

配置事業（県社

協受託） 

避難者地域支援コーディネーター２名を配置し、復興公営

団地の入居者や関係機関との関係強化に努めたほか、被災

者・避難者の生活復興のため支援を行った。  
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項  目 結  果 

 ① 復興公営住宅入居者実態調査研究事業の実施  

県社協と連携し復興公営住宅の現状について調査した。 

○ 調査件数 134 件 

 

② 大熊町社協との同行訪問 

 ○ 訪問件数 191 回（前年度比 19 件増） 

 

③ 小法師サロンの開催 

レクリエーション教室やお菓子づくりをテーマとした

サロンを開催し、会津地区に居住する避難者の方々の交流

を図った。 

 

④ サロン・交流会への参加 24 回（前年度比 18 回増） 

 

⑤ 研修会・会議等の参加 21 回（前年度比 27 回減） 
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４．ボランティア事業【地域福祉課】 

項  目 結  果 

⑴会津若松市ボラ     

ンティア学園事

業（第６期） 

多様なボランティア活動に対応するため、講座数を８講座か

ら６講座に集約し、ボランティア活動参加へのきっかけづくり

や人財養成に取り組んだ。 

① 受講者 

  延人数   58 名（前年度比 11 名減） 

延卒業者数 36 名（同 ６名減） 

  実人数   48 名（同 13 名減） 

実卒業者数 29 名（同 ７名減） 

 

② 開催状況 

講座回数 48 回（前年度比 19 回減）  

講座名 回数 定員 受講者 

初等課程 ８回 10 名 12 名 

認知症サポート・あいづっこ 

ぜみな～る 
12 回 10 名 ８名 

地域活動サポーターぜみな～る ８回 10 名 ８名 

スマホサポーターぜみな～る ８回 10 名 10 名 

災害ボランティアセンター 

サポーターぜみな～る 
６回 10 名 10 名 

安心さぽーと権利擁護ぜみな～る ６回 10 名 10 名 

集約：認知症サポートぜみな～る、あいづっこぜみな～る  

終了：傾聴ボランティアぜみな～る 

 

③ 行事 

〇 入学式  令和５年４月 29 日 参加者 41 名 

○ ボランティアフェスタ 令和５年 10 月 22 日 

来場者 200 名 

 〇 修学旅行 令和５年 10 月 27 日（山形方面）  

参加者 15 名 

 〇 卒業式  令和６年３月 10 日  参加者 38 名 

○ 全体交流会 令和５年８月 30 日 参加者 17 名 

令和６年１月 24 日 参加者 17 名 
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項  目 結  果 

⑵ボランティアマ

ッチング事業 

ボランティア活動、市民活動の周知・啓発、人材養成、相談

業務、マッチング事業に取り組んだ。  

 

① インターネットを活用したマッチング機能の効率化  

  ボランティア登録方法の拡充を図るため、グーグルフォー

ムを活用した登録フォームを開設した。また、マッチング機

能の効率化と情報発信の強化に向け、「ボランティアセンタ

ー公式ＬＩＮＥ」を導入した。 

○ グーグルフォームによる登録者数 78 名 

○ 公式ＬＩＮＥ登録者数 104 名  

 

② コミュニケーションサービス「あいべあ」の登録  

 「ありがとね☺ボランティア」登録者を対象に推奨し、ボ

ランティア情報の発信を行った。 

 ○ 登録者 134 名（前年度比５名増） 

 

③ 相談・マッチング 

 相談件数 897 件 前年度比 179 件減 

マッチング件数 289 回 同 44 回増 
 

  

⑶自分発見ボラン

ティア事業 

高校生・専門学校生・大学生を対象に、ボランティア活動を

通して、自分自身の生き方と人間や社会を見つめる目を育む機

会として、みんなで支え合う福祉のまちづくりに寄与すること

を目的に、福祉施設等と連携して実施した。  

さらに地域活動として会津まつりへ参加し、給水や案内、出

演者補助などの活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 令和５年７月～令和６年１月 

受 入 施 設 28 施設（前年度比 10 施設増） 

活 動 施 設 16 施設（同 ５施設増） 

延参 加 者数 95 名（同 24 名増） 
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項  目 結  果 

⑷除雪ボランティ

ア事業 

地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボラン

ティアによる要援護世帯への除雪活動を支援した。  

 

① 地域ぐるみ除雪ボランティア 

組織地区数 92 地区 前年度比１地区減 

登 録 者 数 719 名 同 ４名減 

除 雪 回 数 1,980 回 同 1,160 回減 

 

② スノーバスターズ（全市対応） 

登 録 者 数 247 名 前年度比 45 名増 

除 雪 回 数 ４回 同 39 回減 
 

  

③ 間口除雪助成事業（市受託） 

実施地区数 53 地区 前年度比８地区減 

除 雪 回 数 1,391 回 同 784 回減 
 

 

⑸ボランティア活 

動支援の充実 

 

① 「ありがとね☺ボランティアポイント」の周知、推進 

令和４年度に一本化した各ポイント事業（除雪ボランティ

ア、カムカム、北会津応援隊、河東応援隊）について、制度

の周知と登録促進に取り組んだ。また、公式ＬＩＮＥを活用

して広報と登録促進に努めた結果、若年層を中心に登録者が

大幅に増加した。 

○ 登録者数 246 名（前年度比 101 名増） 

 

② ボランティア活動保険の加入促進 

  加入者数 2,835 名（前年度比 30 名増） 

 

③ ボランティア活動機材の貸出 

○ 機材種類 14 種類 

車いす、白杖、アイマスク、高齢者疑似体験セット、テ 

ント、レクリエーション用具、点字板、鍋・釜、ポータブ  

ルトイレ、スクリーン、ベッド、誘導棒、ブルーシート、 

発電機 

○ 総貸出件数 78 件（前年度比５件増） 
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項  目 結  果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹企業の社会貢献

活動への支援 

④  ボランティア連絡協議会の育成強化及び協議会主催事業

「居場所きばらし」の周知、活動支援  

毎月の定例会に出席し、ボランティア間の情報共有と活動

強化に取り組んだ。また、「居場所きばらし」の開催を支援し

た。（開催回数 12 回） 

 

⑤ 市地域支援ネットワークボランティアとの連携強化  

毎月の定例会や全体会に参加し、ボランティア間の相互連

携に努めた。 

 

① ヤクルト愛の訪問活動 

85 歳以上の単身世帯を対象とした週１回の安否確認事業

について、連絡調整等の支援を行った。（令和５年 10 月末に

事業終了） 

 ○ 利用者数 429 名（前年度比 56 名減） 

 

② 電気点検・清掃ボランティア活動 

  東北電力株式会社による電気点検活動について、地区民生

児童委員と連携し連絡調整等の支援を行った。  

○ 実施日 令和５年 12 月５日 

○ 対象者 湊地区・６件 

  

⑺障がい者支援セ

ンターカムカム

ボランティア事

業 

ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の地域生活

を支援した。 

① ボランティア相談体制の充実 

相談件数 745 件（前年度比 213 件減） 

支援回数 944 回（同 337 回増） 

 ② 公式ＬＩＮＥを活用したマッチング機能の強化（再掲） 

 ③ 「ありがとね☺ボランティアポイント」の周知、推進（再 

掲） 

 参加者 246 名（前年度比 101 名増） 

 うち障がい者 31 名（同 ５名増） 

 ④ ボランティア交流会「クローバー」開催支援  

  開催回数 ５回 



   - 27 - 

  

項  目 結  果 

⑻福祉教育の拡充 

 

 

① サービスラーニング（地域貢献学習）の普及  

  一箕小学校をモデル校に指定し、５学年（98 名）を対象

に「障がいがあるってどういうこと」をテーマとして障が

いについて理解し、多様性を認め合う学習、体験活動を実

施した。なお、モデル校の増に向けて各学校に働きかけを

行ったが、指定には至らなかった。 

 

 ② 出前ふくし体験教室 

小・中学校障がい理解促進事業出前講座として、幼少期

から福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボランテ

ィア・関係団体と連携した福祉教育の推進に取り組んだ。  

 回 数 37 回（前年度比１回減） 

場 所 11 校（同３校減） 

大戸小・河東学園(前期課程)・城西小・小金井小・

城南小・松長小・行仁小・日新小・会津ザベリオ小・

謹教小・会津学鳳中 

内 容 ８講座 

高齢者疑似体験・車いす・白杖・点字・手話・障が

い者スポーツ体験（ボッチャ）・ふくし講話・認知

症に関する講話 

 

⑼災害ボランティ

アセンター体制

の強化 

 

① 災害ボランティアセンター設置運営に関する行政・関係

機関との連携 

災害ボランティアセンター設置運営に関する要綱並びに

サポーター要項を整備するとともに、関係機関との協定に

基づき非常時の連携強化に努めた。 

 

② ボランティア学園と連携した人材の育成 

ボランティア学園「災害ボランティアセンターサポータ

ーぜみな～る」修了生４名がサポーターとして登録した。 

  延登録者数 26 名 
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項  目 結  果 

 ③ 災害ボランティアセンター設置訓練の実施 

 災害ボランティアセンターサポーターぜみな～るの受講

生、及び登録済のサポーターにも参加を要請し、各種設置訓

練を行った。 

 

〇 令和５年度阿賀川総合水防演習参加 

   実施日 令和５年５月 28 日 

   会 場 北会津町蟹川河川敷ほか 

 参加者 ９名（災害ボランティアセンターサポーター

ぜみな～る受講生、本会職員） 

 

〇 会津若松市総合防災訓練参加 

実施日 令和５年８月 27 日 

会 場 行仁小学校 

参加者 17 名（災害ボランティアセンターサポーター 

ぜみな～る受講生、 

ボランティア学園世話人、市職員、本会職員） 

 

④ 被災地災害ボランティアセンター運営支援 

令和５年９月に発生した台風 13 号により被災した地域の

災害ボランティアセンターへ職員を派遣し、運営支援を行

った。 

 ○ 派遣先 いわき市社協災害ボランティアセンター 

 ○ 派遣日 令和５年９月 30 日～10 月 12 日（延 11 日）

○ 延派遣人数 ５名 
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５．いきいき健幸長寿事業【地域福祉課】 

項  目 結  果 

⑴老人福祉センタ

ー運営事業 

① 利用状況 

開 館 日 数 293 日 前年度比２日減 

年 間 目 標 延 12,800 名 達成率 112.9％ 

利用 

者数 

男性 延 7,730 名 前年度比 864 名増 

女性 延 6,718 名 同  162 名増 

合計 延 14,448 名 同 1,026 名増 

1 日平均利用者数 49.3 名 同 3.8 名増 

健 康 相 談 延 1,157 名 同 1,119 名減 

ヘルストロン利用 延 1,104 名 同 283 名増 
 

 

   感染症による制限が緩和され、高齢者の外出機会が回復傾

向となったことや、カラオケクラブ（自主クラブ）の立上げ

により利用者数が前年度比増となった。  

 

 ア 祝日特別開館の実施  

  文化の日 27 名利用 

 

 イ 無料デーの実施 

   年３回（5/26・7/27・1/24） 延利用者数 134 名 

 

  ウ 誕生日祝い無料券配布事業 255 名 

 

 ② 講座等開催状況 

 ア 主催講座 

 講 座 名 回数 延参加者数 前年度比 

籐手芸 15 回 231 名 22 名減 

社交ダンス 0 回 0 名 60 名減 

華道 15 回 163 名 45 名減 

スポーツ民踊 13 回 183 名 44 名減 

書道 45 回 374 名 83 名減 

水墨画 30 回 154 名 58 名減 

 

 社交ダンスは自主クラブへ移行した。その他の講座につ  

いては、受講者の高齢化と新規受講者の減少に伴い利用減  

となった。  
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項  目 結  果 

 イ 自主クラブ 

 

ク ラ ブ 名 回数 延人数 前年度比 

ぴんぽん 90 回 1,429 名 245 名増 

太極拳 33 回 257 名 142 名減 

創作舞踊 5 回 18 名 44 名減 

細字・実用書 36 回 372 名 63 名減 

パソコン 62 回 626 名 141 名増 

レク・ダンス 50 回 751 名 94 名増 

日舞 8 回 19 名 40 名減 

折り紙 28 回 195 名 28 名減 

絵手紙 23 回 174 名 41 名減 

パステルアート 11 回 99 名 31 名減 

長生き（息）健康ヨガ 42 回 331 名 6 名減 

愛サークル (社交ダ

ンス) 
47 回 383 名 91 名増 

大正琴 21 回 47 名 47 名増 

カラオケ 31 回 736 名 736 名増 
 

 

長年実施されている自主クラブは、講師の体調不良等に

よる開催回数の減少や、参加者の高齢化により前年度比減

となったクラブが多かった。一方、運動系クラブの参加者

の増加、社交ダンスやカラオケの主催講座からの移行があ

り、全体としては前年度比増となった。  

 

 ウ その他 

 

事 業 名 回数 延参加者数 前年度比 

単発講座 ５回 42 名 358 名減 

初めてのスマホ

教室 
12 回 126 名 32 名減 

季節の行事 ４回 133 名 52 名増 

単発講座については、開催内容の検討に時間を要したこ  

と等により、開催回数を含めて実績減となった。  
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項  目 結  果 

⑵ 介護予防事業 ① 希らら健幸教室事業 

介護認定を受けていない高齢者に対し、地域包括支援セン  

ターや関係機関と連携し、地域で継続して生活できるよう介

護予防運動や知識の普及・啓発を行った。  

 
 

ア 地域サロンでの講師（講話・運動など） 

     112 回（前年度比１回減） 

  

 

イ きたあいづスポーツクラブでの運動指導 

11 回（前年度比増減なし） 

 

  ウ スクエアステップ教室 

    34 回・448 名（前年度比９回減・92 名増） 

  

  エ 市や地域包括支援センターからの講師依頼  

    24 回（前年度比 1 回増） 

  

  オ 希らら開催事業（転ばぬ先のストレッチ） 

    １回・12 名（前年度比 42 回減・203 名減） 

  

 ② いきいきわくわく介護予防教室（市受託） 

 

会場 クール数 実績 前年度比 

老人福祉センター 
８クール 64 回 増減なし 

延参加者数 777 名 97 名減 

湊地区 
１クール ８回 増減なし 

延参加者数 46 名 24 名減 

北会津地区 
３クール 24 回 増減なし 

延参加者数 129 名 116 名減 

河東地区 
３クール 24 回 増減なし 

延参加者数 258 名 ８名増 
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項  目 結  果 

⑶会津若松市健幸

スクール事業 

 

「運動・食・社会参加」の各分野の講座を開催し、早期から

の健康づくり・介護予防の支援に取り組んだ。また、ふれあい

ネットワーク（地区社協）が主催する河東、北会津校の運営を

支援した。 

○ 希らら校 

・ 春コース 15 名 延人数 142 名（前年度比７名減） 

・ 秋コース 11 名 延人数 110 名（同 33 名減） 

 ○ 河東校 

   年間コース 19 名 延人数 292 名（同 増減なし） 

 ○ 北会津校 

   年間コース 19 名 延人数 178 名（同 31 名減） 

 

⑷北会津保健セン 

ター事業（指定 

管理事業） 

【在宅サービス

推進室】 

市民の保健・福祉の増進を図るため、「健康と交流」をコンセ

プトとした事業を展開した。感染症の影響によりここ数年間は

利用実績が低迷していたが、行事等の再開や行動制限の緩和に

より保健センター、保養施設とも利用者数が大幅増となった。 

 ○ 保健センター 

開 所 日 数 243 日 前年度比２日増 

年 間 目 標 34,000 名 ― 

延利用者数 42,522 名 
目標達成率 125％ 

前年度比 7,419 名増 

１ 日 平 均 175.0 名 同 29.3 名増 
 

 ○ 保養施設 

開 所 日 数 313 日 前年度比３日増 

年 間 目 標 30,000 名 ― 

延利用者数 36,111 名 
目標達成率 120% 

前年度比 7,054 名増 

１ 日 平 均 115.4 名 前年度比 21.7 名増 
 

 〇 企画 

事 業 名 回数 延 利 用 者 数 前年度比 

サロン応援企画 24 団体 255 名 59 名増 

ワンコインあづまらん

しょ（終活講座、太極

拳、ヨガ講座等） 

24 回 181 名 － 
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項  目 結  果 

  

キッズスペース・子育

て図書館 
― 15 名 81 名減 

ほたるカフェ(認知症・

子育て・障がい) 
19 回 228 名 36 名増 

 

  

〇 市民自ら行っている健康づくり教室への支援  

内容 回数 延利用者数 前年度比 

よつばの会 (ピラティ

ス) 
23 回 115 名 12 名増 

３B ジャスミン ２回  ５名  ６名減  

花もも会 ９回 46 名 23 名増 
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６．子育て支援事業【こども支援課】 

項  目 結  果 

⑴湊しらとり保育

園の運営（指定

管理事業）  

 子どもたちの健やかな育ちのために、地域の協力を得ながら

個々の発達に応じた保育活動や子育て支援を行った。また、行

事等については感染症拡大前の規模、内容で実施した。 

 

 

① 保育日数 288 日（前年度比３日減） 

 

② 登録園児数 

年齢 園児数 前年度比 

０歳児 ４名 ２名増 

１歳児 ２名 ２名減 

２歳児 ４名 ２名減 

３歳児 ６名 ５名減 

４歳児 11 名 ６名増 

５歳児 ５名 ６名減 

合計 32 名 ７名減 

 

③ 利用者数 １日平均 24.1 名（前年度比 6.6 名減） 

 

④ 主な事業 

ア 幼児英語保育 

４・５歳児を対象とした幼児英語教室を実施した。  

５～12 月 月２回 計 16 回 

 

イ 食育 

  地元の野菜を使用した給食の提供及び子どもたちが畑

で野菜づくり等を行い、収穫物を給食として提供した。  

  4 月～12 月 月１回程度 年 10 回実施 

 

ウ 体力づくり（全学級による集団体操等） 

  毎日の活動の中で、体操や鬼ごっこ、マラソン等を実施

し体力向上に努めた。 
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項  目 結  果 

 

エ かたりべを聞く 

地域の方による方言を使った昔話を聞き、言葉に対する  

興味関心を深めた。 年９回実施 

 

 

オ 地域交流 

   湊中学校及び湊小学校、特別養護老人ホーム絆との交流 

を行った。 年 11 回実施 

 

⑤ 乳児家庭全戸訪問事業（市受託） 

 

湊地区における対象家庭を訪問し、乳児や保護者の心身の

状況、養育環境の把握、育児に関する不安や悩みに対する相

談等、早期からの子育て支援に取り組んだ。  

 訪問世帯数 １世帯（前年度比２世帯減）  

  

⑵放課後児童健全

育成事業（市受

託） 

地域施設・団体との交流を図りながら、労働等により日中保

護者が家庭にいない小学生に対し、放課後における遊びや生活

の場を提供した。 

  

 ① 湊こどもクラブ（湊小学校内・１クラス） 

  ア 年間開所日数 260 日（前年度比７日減） 

 
 

イ 登録児童数 

 

学年 児童数 前年度比 

１年 11 名 ７名増 

２年 ４名 ４名減 

３年 ６名 増減なし 

４年 ４名 ２名増 

５年 １名 ３名減 

６年 ０名 増減なし 

合計 26 名 ２名増 
 

 
 

ウ 利用者数 １日平均 18.2 名（前年度比 3.4 名増）  
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項  目 結  果  

 

② 松長第一こどもクラブ（松長コミュニティセンター内・２

クラス） 

ア 年間開所日数 285 日（前年度比６日減） 

 

イ 登録児童数  

学年 児童数 前年度比 

１年 ７名 ６名減 

２年 12 名 １名増 

３年 10 名 ３名増 

４年 ５名 ４名減 

５年 ６名 ２名減 

６年 ２名 増減なし 

合計 42 名 ８名減 

 

ウ 利用者数 １クラス 1 日平均 13.3 名（前年度比 2.5 名 

減） 

 

③ 松長第二こどもクラブ（松長小学校内・１クラス） 

 ア 年間開所日数 289 日（前年度比５日減） 

 

イ 登録児童数 

学年 児童数 前年度比 

１年 12 名 ２名増 

２年 11 名 ２名増 

３年 ６名 増減なし 

４年 ６名 ２名減 

５年 ２名 増減なし 

６年 ２名 １名増 

合計 39 名 ３名増 
 

  

 
ウ 利用者数 １日平均 24.8 名（前年度比 3.5 名増） 

 

 

エ 松長こどもクラブ合同事業 

クラブ間の交流を深めるため、合同遠足を実施した。  
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① 通所支援事業 

○ 児童発達支援（未就学児・午前） 

 ○ 放課後等デイサービス（小学生から高校生・午後）  

 ○ 保育所等訪問支援事業（未就学児から高校生）  

開 所 日 数 242 日 前年度比増減なし 

年間目標/

稼働率 

 

児発支援 242 名 稼働率 52.9％ 

放課デイ 2,178 名 同  118.0％ 

保育訪問 84 回 同 119.0％ 

延利用者数 児発支援 128 名 前年度比 94 名増 

放課デイ 2,569 名 同 49 名減 

保育訪問 100 名 同 100 名増 

１ 日 平 均 児発支援 0.5 名 前年度比 0.4 名増 

放課デイ 10.6 名 同 0.2 名減 

保育訪問 0.4 名 同 0.4 名増 
 

  

ア 施設開放事業 

イ 児童発達支援センター研修会の実施 

・シンポジウム 

「地域住民が共に支え合う地域共生社会の実現に向  

けて」 

・基調講演 

「発達障害への理解と対応について」 

30 名参加 

 

 

 

  

項  目 結  果  

⑶障害児通所支援

事業 

（ 会 津 通 園 訓 練

セ ン タ ー た ん ぽ

ぽ園） 

 

障がいのある児童に対して、基本的動作の習得及び集団生活

が送れるよう指導・訓練を行うとともに、園庭を利用した畑づ  

くりや会津若松駅で行われた展示会に児童の作品を出展する

など、施設の特性を生かした事業展開に努めた。  

また、令和５年 10 月１日に児童発達支援センターを開設し、

障がいのある子どもやその家族への相談支援、障がいのある子

どもを預かる施設への助言や援助を行う機能の強化、充実に努

めた。 
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項  目 結  果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② タイムケア・日中一時支援事業 

障がいのある児童を早朝、夕方の時間帯に一時預かり支

援を行った。 

受託先：会津若松市、喜多方市、会津美里町、会津坂下  

町、南会津町（２市３町） 

開所日数 242 日 前年度比増減なし 

年間目標/  

稼働率 

1,452 名 稼働率 110.1％ 

延利用者数 1,598 名 前年度比 21 名増 

１日平均 6.6 名 同  0.1 名増 
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７.障がい福祉サービス事業 

項  目 結  果 

⑴障がい児通所支

援事業 

【こども支援課】 

（６.子育て支援事業に記載） 

  

⑵障がい者支援セ

ンターカムカム

ボランティア事

業 

【地域福祉課】 

 

（４.ボランティア事業に記載） 

⑶障がい者日常生

活自立支援事業 

【在宅サービス推

進室】 

障がい者総合支援法に基づき、在宅での自立した日常生活や

社会生活が送れるよう身体介護や家事援助等の支援を行った。 

利用者の身体状況変化に伴う施設入所や介護保険への移行

等の要因により、利用実績は前年度を下回った。 

  

 ① 居宅介護事業 

  延利用者数 317 名（前年度比 64 名減） 

  

② 重度訪問介護事業 

  延利用者数 ０名（前年度比増減なし） 

  

③ ガイドヘルパー派遣事業 

  余暇活動や外出による体力向上を目的に実施した。  

  契約者数 15 名（前年度比２名増） 

  延利用回数 413 回（同 39 回減） 
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８.在宅サービス推進事業【在宅サービス推進室】 

項  目 結  果 

⑴要介護認定調査

事業（市受託） 

【地域福祉課】 

 要介護・要支援の認定申請者に対する訪問調査を行った。 

新型コロナウイルス感染症による認定期間の特例措置が令

和４年度で終了したため、前年度比で調査件数が増加した。  

 調査依頼件数 1,295 件 前年度比 311 件増 

調査実績件数 1,311 件 同 369 件増 

実 施 率 101.2％ 同 5.5％増 

 

 

⑵北会津保健セン

ター事業 

 

（５.いきいき健康長寿事業に記載） 

⑶会津若松市河東

地域包括支援セ

ン タ ー の 運 営

（市受託） 

地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言を行

い、保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援し、高齢者の

虐待防止や認知症高齢者に対する事業を実施した。また、問題・

困難ケースを支援するため、ケアマネジャー等と連携した。  

各種会議・教室・サロン支援等は新型コロナウイルス感染症

対策を徹底し、開催した。 

また、河東ふれあいネットワークと連携し、認知症の方の声

かけ訓練等も実施した。 

 相談対応 7,406 件 前年度比 1,095 件増 

介護支援専門員等指導 197 件 同 66 件増 

河東地域包括ケア会議 

等開催 
９回 

同 ２回増 

うち 

包括ケア会議  

河東地区協議体３回 

ミ ニ ケ ア 会 議 ３ 回 

個 別 ケ ア 会 議 ３ 回 

共生福祉相談員定例会 

（河東）開催 
４回 同 増減なし 

介護予防教室 
開催回数 19 回 同 増減なし 

延参加者数 249 名 同 34 名増 

oraHo 体操 ク

ラブ 

開催回数 92 回 同 １回減 

延参加者数 714 名 同 21 名増 
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項  目 結  果 

 

家族介護者交

流会事業 

開催回数 ３回 前年度比１回減 

延参加者数 29 名 同 増減なし 

認知症サポー

ター養成講座 

開催回数 ５回 同 ３回増 

延参加者数 101 名 同 57 名増 

 

○ 介護予防ケアマネジメント事業（市受託：第１号介護予

防支援事業） 

介護が必要な状態になることを予防するため、事業対象

者、要支援１・２の方々に対して、適切な介護予防・生活

支援サービスが提供されるよう支援を行った。  

年 間 目 標 846 名 目標達成率 107.3％ 

延利用者数 908 名 前年度比 38 名増 
 

⑷訪問介護事業 要介護状態等にある利用者の特性を踏まえ、その有する能力

に応じ自立した日常生活を営むことができるよう支援した。  

 

① 訪問介護サービス 

心身面の重度化により入院や施設入所に至る利用者が多

く、実績減となった。 

 ○ 延利用者数 1,134 名（前年度比 86 名減） 

 

② サポートサービス（自費サービス） 

  延利用者数 72 名（前年度比 27 名増） 

 

③ 子育て世帯訪問支援事業 

ホームヘルパーの技能を生かした福祉課題への取組みと

して、妊産婦やヤングケアラーを支援する「子育て世帯訪問

支援事業」の受託契約を市と締結した。 

 ○ 契約者数 ２名 

⑸居宅介護支援事

業 

介護保険の基本理念に基づき、利用者である要介護者が可能

な限りその居宅において、その有する能力に応じ、自立した日

常生活を営むことができるよう支援した。  
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項  目 結  果 

 年 間 目 標 1,236 名 目標達成率 91.5 ％ 

延 利 用 者 数 1,131 名 前年度比 72 名減 

住 宅 改 修 支 援 ０件 同 １件減 

要介護認定調査 43 件 同 ３件増 

 

⑹介護予防支援事 

業 

 

 

 

 

 介護が必要な状態になることを予防するため、要支援１・２

の方に対して、適切なサービスが提供されるよう支援を行っ

た。 

年 間 目 標 552 名 目標達成率 118.3％ 

延 利 用 者 数 653 名 前年度比 110 名増 

住宅改修支援 ２件 同 １件減 
 

  

⑺通所介護事業 要介護状態にある高齢者に対し、心身の機能維持を図り、利

用者の孤立感を和らげ、自立した日常生活を営めるよう動作訓

練等援助等の各種サービス提供を行った。また、通所によりそ

の家族の身体的、精神的な負担の軽減に繋げた。  

 

① 北会津デイサービスセンター 

通常通所介護事業（１日）については、新規利用者獲得の

ため居宅介護支援事業所などへ営業活動を行うとともに、現

利用者や家族へ利用回数増への声掛けを行ってきたが、新型

コロナウイルス感染症拡大により、2/3～2/14 の 10 日間欠席

や利用控えがあった。 

また、緩和デイサービスについては、地域包括支援センタ

ーへ営業活動を行い、利用者確保に取り組んできたが、体調

不良や感染予防により利用を控える方もあり減少した。  

 

開 所 日 数 308 日 前年度比 13 日増 

年 間 目 標 7,252 名 目標達成率 93.2％ 

延利用者数 6,762 名 前年度比 130 名減 

稼 働 率 78.4％ 同 5.0％減 

１ 日 平 均 22.0 名 同 1.3 名減 

ア 通常通所介護事業（定員 28 名） 
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項  目 結  果 

 イ 緩和通所介護事業（定員 15 名） 

開 所 日 数 153 日 前年度比９日増 

年 間 目 標 998 名 目標達成率 76.9％ 

延利用者数 767 名 前年度比 112 名減 

稼 働 率 33.4％ 同 7.2％減 

１ 日 平 均 5.0 名 同 1.1 名減 
 

 ② 河東デイサービスセンター 

前年度のような新型コロナウイルス感染症による休業は

なかったが、通年で数名の感染者が発生し利用を休まれた

り、新規利用者を受けても入院や施設入所等が例年より多

く、前年度比や目標数より利用実績が低迷した。  

一方で、緩和デイサービスについては、地域包括支援セン

ターとの連携により新規利用者が増え、安定した運営ができ

た。 

ア 通常通所介護事業（定員 40 名） 

開 所 日 数 309 日 前年度比７日増 

年 間 目 標 10,506 名 目標達成率 95.７% 

延利用者数 10,053 名 前年度比 40 名減 

稼 働 率 81.3％ 同 2.3％減 

1 日 平 均  32.5 名 同 0.9 名減 
 

 イ 緩和通所介護事業（定員 15 名） 

開 所 日 数 150 日 前年度比８日増 

年 間 目 標 1,800 名 目標達成率 95.4% 

延利用者数 1,718 名 前年度比 98 名増 

稼 働 率 76.3％ 同 0.3％増 

1 日 平 均 11.5 名 同 0.1 名増 

 

ウ 設備等修繕の実施（浴室パネルヒーター、ボイラーろ過 

機他） 

 

エ 備品の更新(厨房用冷凍冷蔵庫) 
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項  目 結  果 

⑻介護サポートサ

ービス事業  

日中、家庭での介護が難しい要援護高齢者に対し、社会的孤

立感の解消と心身の機能の維持向上を図るとともに、在宅介護

者の介護負担の軽減を図った。介護保険優先で区分支給限度基

準額を超えて利用する方は前年度より減少した。 

本会独自のサービスとして今後も事業の推進を図っていく。 

開 催 日 数 309 日 前年度比７日増 

延利用者数 135 名 同 84 名減 

 

⑼認知症対応型共

同生活介護事業

（グループホー

ムみなづる） 

 

認知症状態にある高齢者が、共同生活住居において自立した

日常生活を営めるよう援助を行った。  

１名の利用者が下半期に長期入院（２週間）が２度ありその

後退所となったが、入居まで居室が空いたため稼働率が低下し

た。 

開 所 日 数 366 日 前年度比１日増 

延利用者数 3,204 名 同  9 名減 

稼 働 率 97.3％ 同  0.5％減 
 

⑽認知症対応型通

所 介 護 事 業 (み

なづるデイサー

ビスセンター） 

認知症状態にある高齢者に対して、共同生活住居において自

立した日常生活を営めるよう援助を行い、家族の介護負担軽減

を図った。 

上半期においては定員３名を確保し安定していたが、下半期

は他施設への入所や感染症の拡大により受け入れを控えたこ

ともあり、利用者数が減少した。その後も長期的な利用者確保

につながらず、稼働率も低下した。 

 
開 所 日 数 243 日 前年度比増減なし 

延利用者数 337 名 同 184 名減 

稼 働 率 46.2％ 同 25.3％減 

１ 日 平 均 1.4 名 同 0.7 名減 

 

⑾会津若松市河東

園芸ふれあいセ

ン タ ー の 運 営

（市受託） 

介護予防の拠点として高齢者等の健康増進と生きがいづく

りができるよう支援し、作業を通しての世代間の交流や地域と

の交流を図った。 

利 用 日 数 122 日 前年度比 10 日増 

延利用者数 1,369 名 同 310 名増 
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９．共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進【総務課】 

項  目 結  果 

⑴赤い羽根共同募

金運動への協力 

① 募金実績 

目標額 11,697,000 円 

実績額 11,741,213 円 

  達成率 100.4% 

 
種 別 件 数 実績額 前年度比 

戸別募金 45,485 件 7,722,400 円 113,587 円増 

街頭募金 ２件 39,852 円 前年度実施せず 

法人大口募金 156 件 997,000 円 132,314 円減 

職域募金 120 件 1,582,020 円 80,555 円減 

学校募金 35 件 566,894 円 48,177 円増 

その他の募金 82 件 833,047 円 414,649 円増 

計 45,880 件 11,741,213 円 403,396 円増 
 

 ② 配分内容 

  広域配分として令和６年度県内に配分  10,497,000 円 

  市町村配分として令和６年度本会に配分  1,244,213 円 

 〔参考：令和６年度市町村配分内容〕 

・ふれあいのまちづくり事業地域福祉活動助成事業費  

750,000 円 

・一人暮らし高齢者昼食会事業費      200,000円 

・フードバンク事業費           214,213円 

・火災見舞等緊急支援事業費         80,000円 

 

⑵歳末たすけあい 

募金運動への協  

力 

①   募金実績 

  目標額 5,000,000 円 

  実績額 4,930,354 円 

  達成率 98.6％ 

 ② 配分内容 

  〔令和５年度〕 

  生活困難世帯等へ配分          829,000 円 

  除雪ボランティア事業へ配分       100,000 円 
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項  目 結  果 

 

〔令和６年度〕 

・ふれあい・いきいきサロン事業費   1,000,000 円 

・小地域ネットワーク事業費      3,001,354 円 

  

⑶災害たすけあい

義援金受付 

災害義援金の受付窓口として協力し、各都道府県共同募金

会に送金した。 

 

令和６年１月能登半島地震災害義援金  36 件 905,071 円 

令和５年６・７月大雨災害義援金 １件 15,000 円 

令和５年台風２号災害義援金 1 件 10,000 円 

令和５年５月能登地方地震災害義援金  2 件 6,000 円 

計 40 件 936,071 円 
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10．就業環境の改善【総務課】 

項  目 結  果 

⑴労務環境の整備  ① 障がい者雇用の促進 

  障害者雇用促進法に基づく障がい者の雇用促進と、障がい

者が働きやすい職場環境の整備のため、パートタイマー３名

（老人福祉センター、会津通園訓練センターたんぽぽ園、河

東デイサービスセンター）を雇用した。また、令和６年度の

採用に向けてもハローワーク主催の「障害者合同就職説明

会」に参加し、パートタイマー２名（湊しらとり保育園、北

会津デイサービスセンター）の採用を内定した。  

 

② 労務関係要綱の整備 

  福島労働局及び顧問社会保険労務士の指導、助言を受け、

令和５年 10月より非正規職員の通勤手当と慶弔休暇につい

て正職員と同様の基準を適用した。また、育児休業及び介護

休業に関する各要綱について、現行法に適合した「育児及び

介護に関する休業等の取扱い要綱」として新たに整備した。 

 

③ ハラスメント対策の推進 

  メールにより寄せられた相談に対し、担当職員が関係部署

に聞き取りを実施するとともに、関係規程に従い事実確認を

行った。また、関係部署については顧問社会保険労務士によ

る研修会を実施した。 

  

⑵職員の創意工夫 ① 研修会への参加 

の喚起と研修の

充実 

  主にオンラインを活用した外部研修会等へ参加し、スキル

向上に務めた。 

  

 ② 自主研修支援制度の啓発 

 申請件数 ３件 認定件数 ３件 

  

 

③ 新任職員研修の実施 

入社から５年未満の職員（10 名）を対象に前・後期５日間

の日程で研修を実施し、本会職員として必要な知識や心構

えを学ぶ機会とした。 
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項  目 結  果 

 
（主な研修テーマ） 

・ 社会人としての接遇、マナーについて 

 

 ・ 定款等各種規程、事業計画、予算について  

    ・ 各部署の業務内容について 

    ・ 地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

    ・ 区長会、民生児童委員協議会の活動内容について 

  

⑶職場環境の整備 ① 安全衛生委員会の開催 ６回 

 

② 安全衛生通信の発行 １回 

 

③ 事業所内の巡視・清掃 各部署随時 

 

④ 健康診断の実施 １回（グループホームみなづる職員は２  

回） 

 

⑤ 予防接種（インフルエンザ）の実施 １回 

 

⑥ ストレスチェックの実施 １回 

 

⑦ 時間外労働の適正管理 

労働基準監督署の指摘により、出勤簿とパソコン使用記録

の相違について調査を実施し、未申請と認定した時間外労働

分について精算を行うとともに、管理職に対しては時間外労

働の命令と実施結果の確認、職員に対しては労働時間を適正

に申請するよう指導を徹底した。また、指摘を受けた部署に

ついては、パソコンの使用記録に加え、義務付けされた検知

器によるアルコールチェックを出退勤の記録として活用し、

出勤簿との相違が発生しない体制を構築した。  
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11．社会福祉事業施設団体職員の共済事業【総務課】 

項  目 結  果 

⑴会津若松市社会

福祉施設団体職

員共済事業 

 市内福祉施設に勤務する職員の福利厚生の充実を図った。  

① 加入状況 

  18 施設１団体 505 名（前年度比４名減） 

  

 ② 給付の状況 

  ア 退職給付金 53 名 170,262,153 円 

  イ 結婚祝い金  1 名      7,000 円 

  ウ 出産祝い金 19 名    57,000 円 

  エ 弔慰金    1 名    10,000 円 

  オ 傷病見舞金  2 名     6,000 円 

  

 ③ 融資状況    1 名  2,000,000 円 

  


